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福島県の特大だが少数の触手を有するベニクラゲ
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King-sized Turritopsis medusae with small number of tentacles (Hydrozoa, 
Anthomedusae) from Fukushima Prefecture, Northern Japan 
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Abs仕act. King-sized femal巴andmale medusae of Turritopsis sp. were collect巴don 
September 5, 2011 among several thousands of medusae gathered in a Soma harbour of 
Fukushima Prefecture, northern Japan. However, they have small number of tentacles 
d巴spiteof king-sized umbrella, namely they are more than 13 mm in diam巴terwhen 
coll巴ctedbut with just 200 tentacles of thre巴whorls,showing 50 -150 tentacles fewer 
than smaller medusae from Iwaki City, Fukushima Prefecture, two harbours in Ibaraki 
Prefecture, and from one b巴achin Chiba Prefecture, Japan. 

Key words: Turritopsis, medusa, umbrella diameter, tentacle number, Fukushima, 
northern Japan. 

福島県相馬港で2011年9月5日に一度に数千個体の大形のベニクラゲが集群し採取した特大サイ

ズの雌雄の形態を調べたところ どちらも傘径が 13mm以上であったのに触手はわずか200本しか見ら

れなかったので，個体変異として記録する．本個体は今回同時期に採集した福島県いわき市産の最大個

体やほぽ同時期に採取し，今回初めて詳細な形態の報告をした茨城県の2地点のものや，過去に報告し

たいわき市や千葉県のものよりもサイズが大きいのに，触手数が50ー 150本ほど少ない特徴があった

＊連絡先（Correspondingauthor): shkubota@medusaupolyp.mbox.media.kyoto u目ac.Jp
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福島県の＇j寺大だが少数の触子を千Iするベニクラゲ

はじめに

北日本の大形のベニクラゲ（刺胞動物門，ピ

ドロ虫キ｜礼花クラゲ目）は，南H本のものより

大きく触手数も多くその配列も複雑で，口問が

紅色である特徴がある（Kubota, 2005). 福島県

沿岸からは過去に採取した中で日本最大個体が

記録されているが（久保田ほか， 2005），今回，

福島県の相馬港でそれよりも大形の特大のベニ

クラゲが大量に一度に出現したので．その中の

最大個体の雌雄 11国体を選んで形態を精査した

ところ，触手数が予想外に少ないことがわかっ

たので記録する．

同時期に茨城県の 2地点でも再び（斎藤・芝，

2008）多数のベニクラゲが採取され，それぞれ

の地点の最大佃体の詳細な形態を今回初めて調

べて記載し形態変異が生じているか吟味した

ので報告する さらには，報告済みの千葉県産

のもの（久保田・大薮. 2010）とも相馬産のベ

ニクラゲの形態を比較した．

材料と方法

201 i年9月5日，福島県相馬港（37° 49' 46" N, 

140° 58' 24" E）に数千個体のベιクラゲが集群

していた これまで我が固でこれほどの数に一

度に？！.過したことはなかった その日のiな水ilill.

は22℃だった 集群中の雌雄の最大個体を北

田が採取し採集段5日日と 8日日に久保田が

それらの形態を精査し，同県いわき市産の以前

に記載している大形個体（久保旧ほか， 2003,

2005）と比較した

201 l年9月12日に相馬港より約 100km離

れた福島県いわき市で再び多数のベニクラゲを

北田が採集し久保田が翌日の 9月 13日に形

態を精査し，これまでのものと比較した

茨城県大洗港（36。18'38" N, 140° 34' 44'’E）で＼

斎藤が 2011q:. 8月 18日に IOi同体のベニクラ

ゲを採集した 採集日の現場の水温は 26.4℃で

あった．採取したうちの大形の 3i同体のttf木
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は，冷やして生きたまま和歌山県白浜町に所在

する久保田研究室に約 1週間後に届けられた

なお，大洗港には句菅野によると. 9月 18日

の午前 10時に大量のベニクラゲが出現し北

田によると 9月 19日には傘径が 10mm以←kの

大形個体が数千個体みられ，却時間のうちに

1200個体を採取できた（図 I). 一方. 201 l年

9月 13I::!に 官野により大洗港の北方約 SOkm 

地点に位置する茨城県大津港（福島県との県境

に位置）より多数のベニクラゲが採取され，翌

日久保田の研究室に届けられた これらのク

ラゲを受け取ってすぐにクラゲの形態を麻酔な

どして双眼実体顕微鏡で検査し茨城県の 2地

点、の最大個休の形態を明らかに示し， h記の中日

馬産のものや近隣の記載済みの千葉県の個体群

（久保rH・大薮. 2010）と比較した

結果と考察

今回，相馬から採集した雌雄の最大個体は，

採集l白：伐には傘怪が約 13mm W、卜もあり，こ

れまで記録されているベニクラゲの中で一番大

きかった．採集後に餌を♀えなかったので検査

日には傘は 4mmほど収縮（8.6mm, 9.1 mm）し

ていた（図卜 2）が，特大サイズにもかかわら

ず傘縁触手は予想外に少なし雌雄の最大個体

ともに丁度 200本の糸状触子が3環列に配列し

ていた

他の形質はこれまでの記載通りで，各触手層

の内側には赤色の眼点が l位｜ずつみられ，口同

は口唇を除き全体が鮮やかな紅色で，雌はプラ

ヌラを保育しており， ｜字形の斗 l11亘の全体に

はサ大型の球状で多数の顕著な刺胞塊は見られ

ず＼明瞭な？（.＇胞細胞が｜｜柄上部に形成され，放

射管は 4本見られ，不透明な傘であった． しか

し塩化マグネシウムで麻酔すると外皮がすぐ

むけた（図 2).

一方，約 2004；の触手を持つベニクラゲはこ

れまで福島県いわき市から 2個体採取されてお

り，それらの傘の直径が 5-5.5 mm程度である
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図 I. 茨城県大洗港で 9月 19日に数千個体が集群していた傘径が I0 111111 灯、卜の大形のベニクラゲ

図2.福島県相馬港産の雄の特大ベニクラゲ（傘は
外j支がむけて透明，傘径は収縮し約 8.6mm) 

図 3.福島県相馬港産の附の特大のベニクラゲ（傘
は収縮しており約 9.1mm) 
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福島県の特大だが少数の触手を有するベニクラゲ

ので（久保田・水谷， 2003），本個体はこれらの2.4

倍以上のサイズといえる．採集直後に，本個体

が触手を収縮すると黒いすじが見えたこともこ

れまでとの相違だが，これは食物を取り込んだ

ことによるもので一時的な状態であろう．

また，今回再び検査したいわき市産の傘経 7.7

mmの雌のベニクラゲは（今回の最大個体の約

半分くらいの大きさ）. 3環列の触手を 210本

持っていたので，上記で述べたと同様に，小柄

でも相馬港のベニクラゲより多くの触手を有す

るといえる．

一方，茨城県2地点のベニクラゲの最大個体

の形態は以下の通りであった 大洗港産の 3個

体は口柄に卵やプラヌラ幼生の保育は見られな

かった最大個体は傘径が9.1mmで， 傘縁に

297本の糸状触手が3環列に配列し，各触手癌

の内側lこ紅色の眼点が l個ずつあった． 口柄

は口唇を除き，全体が鮮やかな紅色であった

空胞細胞が口柄上部に形成され，胃腔から派出

する放射管は 4本見られ，中躍は不透明であっ

た．大津港産の 3個体の雌は多数のプラヌラを

保育しており，成熟していた．形態的特徴は

上記と同じで，傘径と触手数は，それぞれ 10.0

mm, 289本； 9.6mm, 253本； 8.6mm, 263本で

あった．なお，遊離した楕円体のプラヌラ幼生

は，進行方向からみて時計回りに回転しながら

遊泳していた（n= 30）.これら大津港の 3個体

よりも上記の大洗港の最大個体の方が，ごくわ

ずかだが多くの触手を持つてはいたが，概して

茨城県の集団は最大の傘径が9- 10 mmほど

で約 260-290本の触手を持つといえる

茨城県の南方の千葉県長生郡一宮町からも

2010年に“大型”のベニクラゲ（最大個体の

傘径は 7.7mmで206本の触手を有する）が採

取されているが（久保田・大薮， 2010），今回検

査したいわき市産の最大個体とサイズも触手数

も同じであり，相馬産のものとも同数の触手数

であるが，サイズははるかに小さく，通常の形

態であった．

結論として，福島県相馬産の最大個体は，雌

雄ともに以前に多数の個体で形態が精査され

ている福島県いわき市産の大形個体（久保田ほ

か， 2003,2005）や今回再び検査したいわき市

の最大個体や茨城県や記録済みの千葉県の最大

個体よりも触手数が著しく少ないといえる（50

150本少ない）．この理由は，何らかの成長差

による個体変異であろうが，東日本大震災が

2011年3月11日に勃発して大惨事となり，原

子力発電所の放射能漏れの海洋生物への影響が

懸念されるが，この影響で今回の変異が起こっ

たのであれば注目されるー
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